
一224 人工呼吸 7巻2号

一一人工呼吸関連機器

アコマ麻酔用人工呼吸器ACE-3000

大阪府立母子保健総合医療センター

手術郁渇竹正浩、西村匡司、大総力良

アコマ麻酔周人工呼吸器ACE-3000(写真)は新生児~

成人迄使用できる空気圧駆動、電子制御方式の麻酔

用人工呼吸器でCMV，SIMV，補助呼吸が可能である。

オプションの警報装置ACE-3000aアラームユニットを

装備すると、プレッシャーリミットモードが使用可

能となる。

我々の施設では通常、新生児・小児麻酔中の呼吸管

理にタイムサイクリング・プレッシャーリミ ット方式

として使用している。呼吸数は0-180回、吸気時間

は0.1-4秒、吸気流量は3-40eI rnin.まで調節可能で

呼吸相上じが計算のうえ表示される。一回換気量は、

使用中に送気量の実測値をデジタル表示する。リ

リーフ圧は20-60crnH20まで調節でき、気道内圧表

示も本体倶IJのアナログ表示とアラームユニットには

バーコード表示される。手動換気に変更する時は電

源を切らずにキー・スイッチにて呼吸器を停止でき

る。アラーム機能として本体に低吸気圧、相比設定

不良、電波、 CPU故障、警報音休止があり、アラー

ムユニットを装着すると、過剰庄、低吸気圧、吸気

圧、 PEEP、無呼吸が監視できる。

プレッシャーリミット方式として使用するには本

体にて呼吸数を設定し、アラームユニットにて吸気

圧を設定する。

なお、呼吸相比は実測値表示となる。

我キの使用経験は新生児・小児症例に限られている

が、以下簡単に利点・欠点を列挙してみた。

・利点

1.新生児~成人症仔IJまでの麻酔中の呼吸管理を1台

でおこなえる。

2. 換気条件の設定が明確で簡単におこなえ、幅広い

換気条件の設定が可能。

かつ変更も容易におこなえる。

3.比較的動作音が静かである。

4. 各種警報装置が装備され、かつ視聴覚的で明確・

安全である。また、警報状態が解除されると自然

に警報も解除される。

-欠点

1.警報音を停止すると、停止したままとなる。

願わくば、消音待機状態で警報状態が解除されな

い限り、再度警報音が鳴る方が望ましい。

2. 使用中に一回換気量を送気量の笑iJlIJ値として表示

するが、新生児・乳児使用例での表示値は当てにで

きない。

今回、ナフィールド・ベンチレータ ーとACE-3000と

の気道内圧の変化をタイムサイクル・プレッシャーリ

ミット方式にて比較検討した。麻酔回路内にseI rnin. 
の定常流を流し呼吸数を20図、呼吸相比を1:2とし最

大吸気圧を20crnH20とした時の気道内圧曲線を図に

示す。 PEEP弁は両者とも使用しなかったが、ナ

フィールドに比べ呼気抵抗が少ないように思われる。

アコマ麻酔用人工呼吸器は、幅広い年齢層に対し1

台で対応でき、呼吸数・一回換気量などが簡単に把握

できるなどの利点が多い。

[気道内圧の比較l



新生児から成人までをこの1台でカバーできる、

ガス駆動式の麻酔用ベンチレーター

。タイムサイクリ ング方式のフローゼネレーターです。

@呼吸回数と吸気時聞を設定すると、呼吸相比が自動

的に算出・表示されます。また吸気流量の調節によ

って、 |回換気量をすみやかに設定できます。

81回換気量は正確な実測値を表示します。(コンブラ
イアンス補正機能付き)

。装置を停止させることなく自動/手動の切り換えが

おこなえます。

@信頼できる警報装置を備えています。

。呼気弁ユニットの着脱が容易てオートクレーブ滅菌

が可能。

@アラームユニット(オプション)を搭載することによ

り、モニタリング&ウオ一二ング機能が大きくグレ

ードアッフされます。

*，iHIIII二十I.L、てはカタログをおill1)放しますので、ニーlifiJドください。
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肯アラームユニット、ベローズユニ y トおよび

Jf{ f.J ' ~~ fì iiオプシ ョンです。
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